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研究成果 

本研究では，大阪市立大学と和歌山大学との共同研究として，各種合成法（含浸法，光析出法，液中プ

ラズマ法，コロイド還元法など）により，様々なサイズの銀ナノ粒子を調製した．また，この銀ナノ粒子

を酸化ガリウムに担持した光触媒（Ag/Ga2O3）を用いて，水による CO2還元反応を進行させ，CO を生成

させることに成功した．その一方で，銀ナノ粒子助触媒は光照射によって酸化溶解・還元再析出を繰り返

し不安定であることが見出されており，銀ナノ粒子担持状態と CO 生成活性の相関については，これまで

詳細な議論ができなかった． 

そこで，反応系の中に還元剤を加えて銀助触媒の安定化を試み，銀の安定性を確保したうえで，銀担持状

態と CO 生成活性の関係を調べた．CO2還元反応前の Ag/Ga2O3の拡散反射スペクトルを測定したところ，

銀ナノ粒子の局所表面プラズモン吸収（LSPR）に由来する吸収が見出された．この吸収の強度や波長位

置は銀ナノ粒子の分散度やサイズに依存することが知られているが，反応系に還元剤を添加した場合，反

応後の LSPR ピークの強度や波長位置も反応時間に対して変化しなかったことから，還元剤添加により銀

ナノ粒子を安定に担持できることが分かった．また銀の担持量を変えて LSPR 吸収強度を変化させたとこ

ろ，反応における CO 生成速度は LSPR 吸収強度に比例して増加し，LSPR 吸収を示す 10-40 nm 程度の銀

ナノ粒子が CO 生成を促す活性サイトであるという，重要な知見が得られた．このように，当初の目的を

十分に達成することができた． 
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